
FDET(Film Dog Evaluation Test)

• 人道的で科学的な手法によるタレント犬ト
レーニングを広め、動物愛護の観点から正し
く撮影動物を理解し、採用していただくための
基準としてD.I.N.G.O.のFDET(Film Dog 
Evaluation Test)は設定されました。

2019.11

ジャッジ：

評価方法

・各項目を10段階で評価する アシスタント：

・評価表は参加者に渡される 試験日：

・最後にジャッジから総評が与えられる 試験会場：

犬の名前：

犬種：

生年月日：

去勢避妊の有無：

色：

体重：

ハンドラーのお名前：

ご住所：

連絡先：

移動手段：

同居の犬：

その他の情報：



受験時の環境と道具等に関して

いかなる事情があろうとも、タレント犬のトレーニングは人道
的でなければなりません。

受験自体はどなたでも、そして健康で他人他犬に危害を加え
なければどんな犬でも受けることができます。

FDETはフィルムドッグスペシャリティを持つD.I.N.G.O.認定イン
ストラクター、およびフィルムドッグスペシャリティを持つ
D.I.N.G.O.フィルムドッグトレーナーの元で随時開催します。

• スタジオという設定で、試験場所にカメラを設置する

• カメラはどんなものでも構わないが、画角が受験者にモニ
ターできるようにする

• 試験中おやつやおもちゃを携帯し、与えても良い

• 本試験は犬の評価であり、ハンドラーの資格ではない

• したがってオーナー以外のハンドリングも認められる

• 試験前後及び試験と試験の間の犬の管理も評価される

• 見学者も歓迎するが、距離を保ち、不要なディストラクション
にならないよう配慮する



評価方法

• 合否の基準はない
• 各項目を1～10の段階で評価する
• 続行可能な場合は、途中の成績が悪くとも最後まで受験
できる

• 各項目0点以下は無い
• 自信のない科目はあらかじめパスできる
• 参加者同士ペアを組み、「ペア」の印がある試験項目は
安全な距離を保ちながら一緒に行う

• 最後にジャッジから総評が与えられる
• スパイダーチャートで得意な部分と苦手な部分がすぐ分
かる評価表を作成する

• 採点表は参加者にも集計後に郵送される
• 受験は何度受けても構わない



受験費用等

• 受験費用は6500円

• 試験は何度受けても構わない

• 試験にかかる時間は30分～1時間

• 受験者同士ペアを組んで進めていく

• お問い合わせはD.I.N.G.O.事務局まで

• office@dingo.gr.jp



1.マークと遠隔操作

• ジャッジの用意したマークを使用する

• 1分程度の練習時間を与える
• 1.5m離れたところからハンドラーのもとにいる犬を送り
出し、1分以内にマークに行かせる

• ジャッジの指示でオスワリのキューを出す

• ハンドラーはカーテンの裏など、犬から顔が見えない
位置に移動し、オスワリをしている犬にフセ、および
タッテのキューを出す

• 制限時間はジャッジの各指示ごとに1分
• ジャッジが終了を宣言する

吠えてはいけない状況で吠えたら 1回ごとに 1

10

不完全な行動（すぐ動く/姿勢変化ができない） 1

ジャッジの指示の後1分以上2分以内かかったら 2

ハンドラーが1.5m以内に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

2分以内に出来なかったら（終了） 10

攻撃性を見せたら（終了） 10

続行できないほどはしゃぎすぎたら （終了） 10



2.ボム プルーフ＆リコール

• 犬をフセまたはヤスメの姿勢にし、1.5m離れる
• 犬の前1mに、ジャッジもしくはアシスタントが近づき、
おやつやおもちゃなどの誘惑物を3つ置く

• 犬の背後1ｍの位置で雑誌を3～50㎝ほどの高さから
床に落として音を立てる

• 犬の前1mにジャッジもしくはアシスタントがしゃがみ込
み「こんにちは、かわいいですね」と声をかける

• ジャッジの指示でハンドラーが犬を呼び戻す

• ジャッジが終了を宣言する

吠えてはいけない状況で吠えたら 1回ごとに 1

10

各項目が1分以上2分以内かかったら 2

怖がって動いたら 2

誘惑物（人）に行ってしまい、呼ばれてすぐに戻ったら 2

ハンドラーが1.5m以内に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

2分以内に出来なかったら（終了） 10

攻撃性を見せたら（終了） 10

続行できないほどはしゃぎすぎたら （終了） 10

ペア



3.エイム

• ジャッジがその場で指示したものを犬に見させる

• 1分程度の練習時間を与える
• 犬をオスワリさせ、1.5m離れる
• ハンドラーは自分の立ち位置を調整して構わないが、
犬から1.5m以内に行ってはならない

• ジャッジの指示の後すみやかに対象物を見させる

• 解放するまで最低3秒間継続して見させておく
• ジャッジが終了を宣言する

途中で目線が外れ、すぐに戻せたら 1

途中で目線が外れ、なかなか戻せなかったら 2

吠えてはいけない状況で吠えたら 1回ごとに 1

各項目が1分以上2分以内かかったら 2

犬が30㎝以上動いたら 2

ハンドラーが1.5m以内に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

2分以内に出来なかったら（終了） 10

攻撃性を見せたら（終了） 10

続行できないほどはしゃぎすぎたら （終了） 10



4.ゴートゥ

• ジャッジの指示でその時に決めた対象物に犬を行か
せる

• 1分間の練習時間を与える
• 対象物は犬から1.5m以上離れていること
• 対象物は椅子やコーンなどの立体物

• ハンドラーの横からスタートするが、犬はどんな姿勢で
いても構わない

• 指示は何度出しても構わない

• 5秒以内に行動する
• 対象物に行ってから、 3秒後にジャッジが終了を宣言
する

途中で対象物から離れ、すぐに戻せたら 1

10

途中で対象物から離れ、10秒以上戻せなかったら 2

吠えてはいけない状況で吠えたら 1回ごとに 1

各項目が1分以上2分以内かかったら 2

ハンドラーが1.5m以内に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

2分以内に出来なかったら（終了） 10

攻撃性を見せたら（終了） 10

続行できないほどはしゃぎすぎたら （終了） 10



5.役者を受け入れる

• ジャッジの指示でハンドラーは犬を待たせ1.5m以上離
れる

• 犬の姿勢はオスワリ、フセ、タッテのいずれでも構わな
い

• ジャッジまたはアシスタントが声をかけながら犬を3秒
間撫でる

• 犬は多少動いても構わないが興奮しすぎないこと

• ジャッジが終了を宣言する

途中で役者から離れ、すぐに戻せたら 1

10

途中で役者から離れ、10秒以上戻せなかったら 2

吠えてはいけない状況で吠えたら 1回ごとに 1

各項目が1分以上2分以内かかったら 2

犬が30㎝以上動いたら 1

ハンドラーが2m以内に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

2分以内に出来なかったら（終了） 10

攻撃性を見せたら（終了） 10

続行できないほどはしゃぎすぎたら （終了） 10

ペア



6.他犬を受け入れる

• 犬を係留しフセまたはヤスメの姿勢で、1.5m離れる
• 他犬を連れたジャッジまたはアシスタントまたはペア
の参加者が、犬同士1.5ｍの間隔をあけてゆっくり通
過する

• ジャッジが終了を宣言する

吠えてはいけない状況で吠えたら 1回ごとに 1

10

各項目が1分以上2分以内かかったら 2

犬が大きく動いたら 1

ハンドラーが1.5m以内に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

2分以内に出来なかったら（終了） 10

攻撃性を見せたら（終了） 10

続行できないほどはしゃぎすぎたら （終了） 10

ペア



7.ヘッドダウン/リフト

• ジャッジの指示で犬にあごを床につけさせる

• 1分程度の練習時間を与える
• 犬をフセさせハンドラーは1.5m以上離れる
• 同時録音を前提にし、ハンドラーは声を出したり人に
聞こえる音を立ててはいけない

• あごを付けた姿勢を3秒間維持する
• ジャッジの指示で顔を上げる（リフト）

• ジャッジが終了を宣言する

ハンドラーが声、または音を1回立てたら 1

10

途中であごを上げ、すぐに戻せたら 2

途中であごを上げ、 10秒以上戻せなかったら 5

ヘッドダウンはできたがリフトができない（動くなど） 3

吠えてはいけない状況で吠えたら 1回ごとに 1

各項目が1分以上2分以内かかったら 2

途中で動いたら 2

ハンドラーが1.5m以内に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

2分以内に出来なかったら（終了） 10

攻撃性を見せたら（終了） 10

続行できないほどはしゃぎすぎたら （終了） 10

ペア



8.テイク＆デリバリー

• ジャッジの指示でハンドラーは犬を待たせ1.5m以上離
れる

• その際犬はどんな姿勢でも構わない

• ジャッジの指示で犬に紙くずを取りに行かせ（テイク）

• 受け皿に持っていき（ゴートゥ）

• そこで落とさせる（ドロップ）

• 犬と紙くずと受け皿はそれぞれ1m離し三角形になる
よう設置する

• ハンドラーは犬と紙くずと受け皿のどれからも1.5ｍ以
上離れてた位置にいること

• 指示は何種類、何度出しても構わない

• 練習を1分行ってよい
• 各キューの後それぞれの動きを1分以内に行なう
• ジャッジが終了を宣言する
取りに行けたが時間内に指定の場所に持っていけない 3

10

取りに行き、指定の場所に持っていけたが、落とせない 2

吠えてはいけない状況で吠えたら 1回ごとに 1

各項目が1分以上2分以内かかったら 2

ハンドラーが1.5m以内に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

2分以内に出来なかったら（終了） 10

攻撃性を見せたら（終了） 10

続行できないほどはしゃぎすぎたら （終了） 10



9.役者とお散歩

• ジャッジの指示でハンドラーはリードを役者役のアシス
タントに渡し、犬から1.5m以上離れる

• 犬の姿勢は問わない

• 練習を1分行ってよい
• 犬があまり不自然な目線をしないこと

• 歩くとき犬は役者の横か前にいること

• ジャッジの合図でアシスタントは犬を連れてゆっくり3m
以上歩く

• その際不自然にならなければおやつをアシスタントに
持ってもらっても良いが、犬に与えることはできない

• 指示は何度出しても構わない

• ジャッジが終了を宣言する

犬がリードが張るほど離れようとしたら その都度 1

10

犬が著しく不自然な目線をしていたら その都度 1

吠えてはいけない状況で吠えたら 1回ごとに 1

各項目が1分以上2分以内かかったら 2

ハンドラーが1.5m以内に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

2分以内に出来なかったら（終了） 10

攻撃性を見せたら（終了） 10

続行できないほどはしゃぎすぎたら （終了） 10



10.スピーク

• 犬を待たせ、ハンドラーは1.5m以上離れ、ジャッジの
指示で犬を吠えさせる

• ハンドラーは声を出したり人に聞こえる音を立てては
いけない

• 犬の姿勢は問わない

• 3回以上吠えさせる
• ジャッジの指示で吠えをやめさせる

• ジャッジが終了を宣言する

ハンドラーが声、または音を1回立てたら 1

10

制限時間内に1～2回しか吠えなかったら 3

ヤメの指示で3秒以内に吠えが止まらなかったら 2

吠えてはいけない状況で吠えたら 1回ごとに 1

1分以上2分以内かかったら 2

犬が30㎝以上動いたら 1

ハンドラーが1.5m以内に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

2分以内に出来なかったら（終了） 10

攻撃性を見せたら（終了） 10

続行できないほどはしゃぎすぎたら （終了） 10



11.得意なトリック（特技）

• これから行う得意なトリックを事前に申告してもらう

• ジャッジの指示でハンドラーは犬を待たせ1.5m以上離
れる

• 犬の姿勢は問わない

• ジャッジの指示で犬にトリックをさせる

• 指示は何度出しても構わない

• ジャッジが終了を宣言する

• 3つ行う

吠えてはいけない状況で吠えたら 1回ごとに 1

10

各トリックに1分以上2分以内かかったら それぞれ 2

ハンドラーが1.5m以内に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

各トリックがそれぞれ2分以内に出来なかったら 5

攻撃性を見せたら（終了） 10

続行できないほどはしゃぎすぎたら （終了） 10



12.その場で行動を作る

• ジャッジが与えた課題（演技）をその形に見えるように
役者役協力のもと、2分以内でトレーニングし、表現す
る

• 役者はおやつを与えられない
• 課題は以下の3つの中から出される

– A：道端で飼い主を探す迷子の犬
– B：何かを知らせに来て飼い主を連れて行こうとする
– C：お別れシーン。振り返りつつ去っていく

• ジャッジの指示で犬を待たせ1.5m以上離れる
• ジャッジの指示で犬に演技をさせる
• 指示は何度出しても構わない
• ジャッジが終了を宣言する

吠えてはいけない状況で吠えたら 1回ごとに 1

10

各項目が1分以上2分以内かかったら 2

ハンドラーが1.5m以内に入ったら 2

ハンドラーがカメラ内（画角内）に入ったら 2

2分以内に出来なかったら（終了） 10

攻撃性を見せたら（終了） 10

続行できないほどはしゃぎすぎたら （終了） 10

ペア



FDET評価表
ジャッジ：

アシスタント：
試験日：

試験会場：

犬の名前：

犬種：

環境適応

ボム プルーフィング＆リコール ／10

30
その場で行動を作る ／10

現場での対応 ／10
総合点

演技力

マークと遠隔操作 ／10

70

エイム ／10

ヘッドダウン／リフト ／10

130
ゴートゥ ／10

スピーク ／10

テイク＆デリバリー ／10

得意なトリック ／10

社会性

役者を受け入れる ／10

30
他犬を受け入れる ／10

役者とお散歩 ／10
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環境適応 ボム プルーフィング＆リ
コール

環境適応その場で行動を作る

環境適応現場での対応

演技力 マークと遠隔操作

演技力 エイム

演技力ヘッドダウン／リフト

演技力 ゴートゥ演技力スピーク

演技力テイク＆デリバリー

演技力得意なトリック

社会性役者を受け入れる

社会性他犬を受け入れる

社会性役者とお散歩


